
別海町

別海町別海川上町３番地２３、４番地６４

令和元年７月～令和元年１１月

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

予定 予定 予定

円 円 円 円 円

0 24,024,000 0 0

円 円 円 円 円

0 22,000,000 0 0

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

　今後とも地域住民からの要望や要請、市街地域の道路や交通状態を鑑み、事業の効果
的な推進を図る。

事業の改善措置及び今後の対応

　本路線を改良舗装したことで路面破損、砂塵発生等の防止が図られたことにより、通
行者の安全性が確保されるなど生活環境が改善されたことに加え、緊急車両のスムーズ
な通行が可能となり、災害に強い町づくりに寄与することができた。
　加えて、地域住民への聞き取りからも路面破損及び砂塵発生の防止並びに道路排水の
改善を確認している。
　また、当該路線整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金よる事業である旨の地域住民
への周知を以下の方法によって図った。
①工事施工に伴い配付する「説明会配付資料」への記載
②工事期間中の工事看板に事業名を表示
③竣功杭に事業名を表示
④広報誌への掲載
⑤町ホームページへの掲載

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

円

交付金額 22,000,000

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事 業 費 24,024,000

円

計

改良舗装工事　Ｌ＝141.21ｍ　Ｗ＝4.0ｍ補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

　当該路線は、別海町別海川上町地域住民が利用する市街地内の生活道路として使用さ
れているが、未舗装道路であり路面破損、砂塵発生等が著しく周辺住民の生活環境に影
響を与えていることから道路整備を要する状況にある。
　本事業の実施により、路面破損、砂塵発生等を防止し、周辺住民の生活環境を改善す
る。
　また、緊急車両のスムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりにも寄与する。

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：町道別海川上町３条通線改良舗装）整備事業補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所



別海町

別海町尾岱沼潮見町５５番地２６、５６番地１２９、５６番地１４１

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

まで 予定 予定 予定

円 円 円 円 円

1,723,800 19,690,000

円 円 円 円 円

1,461,600 18,000,000

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

全　体：平成２９年度～令和元年度
本年度：令和元年７月～令和元年１１月

　今後とも地域住民からの要望や要請、市街地域の道路や交通状態を鑑み事業の効果的
な推進を図る。

事業の改善措置及び今後の対応

　本路線を改良舗装したことで路面破損、砂塵発生等の防止が図られたことにより、通
行者の安全性が確保されるなど生活環境が改善されたことに加え、緊急車両のスムーズ
な通行が可能となり、災害に強い町づくりに寄与することができた。
　加えて、地域住民への聞き取りからも路面破損及び砂塵発生の防止並びに道路排水の
改善を確認している。
　また、当該路線整備が防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨の地域住民へ
の周知を以下の方法によって図った。
①工事施工に伴い配付する「説明会配付資料」への記載
②工事期間中の工事看板に事業名を表示
③竣功杭に事業名を表示
④広報誌への掲載
⑤別海町ホームページへの掲載

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

円

交付金額 19,461,600

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事 業 費 21,413,800

円

計

改良舗装工事　Ｌ＝104.40ｍ　Ｗ＝4.0ｍ補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

　当該路線は、別海町尾岱沼潮見町地域住民が利用する市街地内の生活道路として使用
されているが、未舗装道路であり路面破損、砂塵発生等が著しく周辺住民の生活環境に
影響を与えていることから道路整備を要する状況にある。
　本事業の実施により、路面破損、砂塵発生等を防止し、周辺住民の生活環境を改善す
る。
　また、緊急車両のスムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりにも寄与する。

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：町道尾岱沼潮見町団地西線改良舗装）整備事
業

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所



別海町

別海町学校給食センター（別海町別海１１８番地の９）

令和元年７月～令和２年１月

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

予定 予定 予定

円 円 円 円 円

341,000,000

円 円 円 円 円

308,378,000

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

　今後とも、町民の生活環境の向上のため、公共施設における計画的な設備更新を行
い、事業の効果的な推進を図る。

事業の改善措置及び今後の対応

　厨房機器を更新したことで、給食センターとしての機能性の向上が図られたこと
を、調理員等への聞き取り調査から確認している。なお、今後の本格運用の中で、継
続して事業効果を検証することとしたい。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨の地域住民へ
の周知を、以下の方法により図った。
①広報誌への掲載
②町ホームページへの掲載
③工事期間中の工事看板に記載
④給食センター内に事業名を表示
⑤児童生徒の各家庭へのお便りに事業名を表示

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

円

交付金額 308,378,000

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事 業 費 341,000,000

円

計

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

　別海町学校給食センターは、町内全小中学校及び一部の認定こども園に給食を提供
する施設であるが、昭和４４年１０月に竣工後、既に４９年が経過しており、施設や
厨房機器の老朽化が顕著なため、児童生徒への安心安全な給食の提供への影響が懸念
される状況にある。
　施設の建て替えには既に着手しているところであるが、既存の厨房機器については
衛生管理上の問題等から、移設できるものはごく限られたものとなっている。
　このことから、厨房機器の更新等を行うことで、児童生徒への安心安全な給食の提
供体制を整え、安定的な学校給食の提供環境の維持を図るものである。

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

厨房機器設置工事　一式補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（教育文化施設：給食センター厨房工事）整備事業補 助 事 業 名



別海町

別海町図書館（別海町別海宮舞町30番地）

令和元年８月～令和元年１１月

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

予定 予定 予定

円 円 円 円 円

14,520,000

円 円 円 円 円

14,000,000

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

　今後とも地域住民からの要望や要請、公共施設における安全な利用環境の維持に配
慮し事業の効果的な推進を図る。

事業の改善措置及び今後の対応

　本事業により防水工事を行ったことで、施設への漏水リスクが大幅に低減し、町民
が安心して利用できる施設環境の整備に寄与することができた。
　事業完了後においても、技術専門職員による状況確認を実施し、問題がないことを
確認している。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨の地域住民へ
の周知を以下の方法によって図った。
①広報誌への掲載
②町ホームページへの掲載
③工事期間中の工事看板に記載
④図書館内に事業名を表示

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

円

交付金額 14,000,000

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事 業 費 14,520,000

円

計

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

　別海町図書館は、町内唯一の図書館であり、図書貸出しに係る町民の登録率が８
９．６％となっており、非常に多くの町民が利用する生涯学習のための重要な拠点施
設となっている。
　本施設は平成４年１０月の竣工後、既に２６年が経過し施設の老朽化が顕著となっ
ており、屋上に関する工事は平成２１年度にトップコートのみの改修工事を実施した
が、その進行を止めるに至らず、トップコートの破れが発生し防水性能が低下してい
る。
　このままでは、施設内への漏水が発生するおそれがあり、本施設の蔵書の配架や保
管に問題が生じ、町民の生涯教育の充実に悪影響を与えることが危惧される。
　このことから、改修工事標準仕様書に基づく防水改修工事を行うことで、生涯教育
の充実に対する不安要素を除去し、町民のための安定的な図書環境の整備を図るもの
である。

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

防水工事　一式補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（教育文化施設：図書館屋上防水改修工事）整備事業補 助 事 業 名



別海町

別海町

平成２９年度～令和５年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

まで 予定 予定 以降予定

円 円 円 円 円

事 業 費 69,650,515 40,356,128 40,356,128 40,356,128 80,712,256

交 付 金 100,000,000 10,000,000 50,000,000 10,000,000 30,000,000

市町村費等

そ の 他

運用益 4,331 5,000 3,000 5,001 6,003
計 100,004,331 10,005,000 50,003,000 10,005,001 30,006,003

円 円 円 円 円

50,000,000 30,000,000 30,000,000 30,000,000 60,023,335

円 円 円 円 円

50,004,331 30,009,331 50,012,331 30,017,332 0

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連特定事業（医療に関する事業：子ども医療費助成事業）補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

　本町では、子どもの疾病の早期治療を促進し健康で健全な育成を推進するとともに、子育て
世帯の経済的負担を緩和するため、平成２８年１０月から中学生以下の医療費を無償化してい
る。
　今後も、継続して事業を実施するため、基金を設置して、安定的な事業運営をすることで前
述の目的を達成し、以て子育て支援に寄与する。

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

子ども医療費の自己負担分の助成補 助 事 業 の 内 容

271,431,155

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

計

基
金
造
成
額

円

200,000,000

23,335

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

円

基金処分費 200,023,335

200,023,335

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基金残額

　本基金により、子育て世帯の経済的負担が緩和されたことで、早期の受診が促進され、子ど
もの健康の維持が図られている。このことは保護者からの聞き取りにより確認している。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、地域住民に以下の方法によって
周知している。
（１）広報誌への掲載
（２）町ホームページへの掲載
（３）受給者配布物への記載

　今後とも基金を活用し、安定的な事業運営を行い、子育て世帯の経済的負担を緩和する。事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無


